















































































































錦織  勤 :平安期「武士」表一日記に見えるもの一
,    従来,そうした作業はまったくなされてこなかったように見える。少なくとも公にされたものはないと思
われる。
I     そうした状況の中で,本稿の表は不完全なもので,見落としもあると思うが,今後の武士研究にとつて
|     それなりの意味をもつのではないかと考えている。
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錦織  勤 :平安期「武士」表一日記に見えるもの一
年月日 西暦 記事 典 拠
養和元年
9月21日
後聞、故頼政法師郎等弥太郎盛兼有嫌疑事<故三条宮之間事云々、
故委不記>、 於前按察侍家、前幕下遣武士、欲揚,之間、件盛兼
自殺死<揺切喉笛>
ギ争言己、  1
養和元年
9月28日
又高野御山、瑯,有騒動、源氏武士、少々籠件山云々 玉葉、2
養和元年
10月6日
伝聞、海道、山道、共自奥、武士等出来之由風聞云々 玉葉、2
養和元年
10月10日
或人云、越前加賀等武士、開所切塞之路、国内無人云云
中武士僅四五百人欺、頗非無所恐云々
?? 玉葉、 2
養和元年
11月10日
後聞、人幡別当慶清、為夜打、
中言者、相儲武士等令禦之間、
自木津殿方武士等群来、兼依有
及合戦云云、未曾有事也
吉記、 1
寿永元年
4月15日
昨日、法皇御登山之間、山僧等可奉盗取法皇之由、今旦得其告、
洛中武士騒動、忽率数多騎向坂下、依僻事空帰了
玉葉、2
寿永2年
4月14日
武士等狼藉如昨日云々、凡近日天下依此事、上下騒動、人馬雑
物、随懸限路横奪取
玉葉、 2
寿永2年
6月5日
前飛騨守有安来、語官軍敗亡之子細、四万余騎之勢、帝甲胃之
武士、僅四五騎、其外、過半死傷、其残皆悉奔物具、交山林、
大略争其鋒甲兵等、併以被伐取了云々
玉葉、2
?
?
、?
?
?
? 右大弁親宗為院御使来・・仰云、賊徒可入洛之由風聞、其事若
実者、可有行幸院御所欺、而内侍所御京外之条如何、兼又仙洞
定物騒欺、其故平家武士等為守護、定候御所辺欺、而賊徒打入
者、縦於君無害心、与守護之武士、為決雌雄、致狼藉云、己可
為戦場、此条如何
玉葉、2
寿永2年
7月3日
或云、待関東之勢、九十月之比、可入洛云々、間巷縦横之説、
彼是難知、今日、依浮説武士騒動
玉葉、 2
寿永2年
7月22日
院宣到来、今間可参入者、逐電馳参・・次蔵人右衛門佐定長進
出、於内府後仰云、依賊徒事、可有行幸院、今回復日、可何様
哉、又賢所渡御京外無先例云々、可有憚欺、又日来禁中武士祗
候、於院御所者無此儀、御同宿之間何様可被進止子・・守護事、
諸衛各有警固武士祗Tl■
ど子言己、 2
寿永2年
7月22日
卯刻人告、江州武士等、已入京六波羅辺、物騒無極云々、又聞、
入京非実説、而地武士等登台嶽、集会講堂前云々
玉葉、2
140寿永2年
7月24日
此一両日、江州武士登台嶽、今夜可有夜打之由風聞、
"忽
行幸
法性寺御所給
玉葉、2
141寿永2年
7月25日
人告云、法皇御逐電云々
方了者、在籠鎮西云々 ,
士等、以此最勝金剛院、
・・及巳刻、武士等奉具主上、向淀地
・申刻、落武者等又帰京・・帰京之武
可構城郭之由、下人来告
玉葉、2
寿永2年
7月25日
彼人々奉具主上南転赴海西、事之殊勝可謂未曾有、大原辻井河
合辺守護武士左馬頭行盛已下引返了・・一族周章馳出、非武士
人、平大納言井息中将時実朝臣之外不聞、殿下同令雇従給、而
自途中西較逐電、物な之間、武士等不知此旨
ゼ〒冨己、 2
143寿永2年
7月26日
払暁欲向日野之間、依切塞其路、不能首途、此間、昨日帰京武
士等、無成而又逃去了、帰京之本意、未知其詮、武勇之に弱、
所行之尾籠、奇異之至
玉葉、2
144寿永2年
7月26日
山上武士馬成群、不異粟鹿、開開已後未聞此事、惣持院構城、
是源氏等登山即所構也
ギ子言己、 2
寿永2年
7月27日
還御遅々・・及未刻、一定之由風聞、次出御、公卿着浄衣祗候
人々等前行、着直衣布衣等人々皇后宮大夫已下下立、武士字錦
部冠者<義経男>前行、東北房阿闇梨珍藤、存御電前
吉記、2
